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３　発意調査
平成23年度は、熊本市オンブズマン条例第７条第２項に基づく発意調査は行って
おりません。

４　勧告又は意見表明
平成23年度は、熊本市オンブズマン条例第21条に基づく勧告又は意見表明に至っ
た事例はありませんでした。

５　現地調査
苦情の内容によっては、状況を把握するため、オンブズマンが直接現地に赴き調
査を行いますが、平成23年度は２案件について実施しました。

６　フォローアップ調査（調査結果を受けた市の改善等の状況の追跡調査）
平成23年度にオンブズマンが調査結果を通知したもののうち、苦情申立ての趣旨
に沿ったもの17件、市の業務に不備がなかったがオンブズマンが何らかの要望を出
したもの１件の計18件について改善等の状況について追跡調査を行いました。
その結果、市から改善済や改善に向けて検討中である旨の回答を得ました。

７　その他の活動
　⑴　第13回全国行政苦情救済・オンブズマン制度連絡会
　平成23年12月に静岡で開催された全国行政苦情救済・オンブズマン制度連絡会
に、原田卓代表オンブズマンが参加し、国や他自治体の行政苦情救済機関との意
見・情報交換を行いました。
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⑵　広報について
平成23年11月の本制度運用開始前から、市政だより等により制度周知のための
広報に努めました。

①　市政だよりでの広報
平成23年９月号、11月号に制度案内記事を
掲載しました。特に11月号は、紙面１ページ
を活用した特集記事としました。

②　テレビ、ラジオでの広報
市政広報番組等で制度についての広報を行
いました。

③　ポスター、パンフレットの設置
オンブズマン事務局をはじめ、各区役所
（各総合出張所、各出張所含む。）等の市の
施設に制度利用案内のポスターや、苦情申立
書を挟み込んだパンフレットを設置しており
ます。

【制度案内パンフレット】

【市政だより11号】

【苦情申立書】

【掲示用ポスター】
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④　バス・電車の車内広告
平成23年10月から11月にかけて、熊本市域の路線を中心にバスや、路面電車
の車内に制度を案内するポスターを掲示しました。

⑤　各戸配布形式紙媒体（フリーペーパー）を用いた広報
平成23年10月から平成24年３月にかけて、リビング新聞の紙面上で制度の紹
介を行いました。

⑶　オンブズマン制度のホームページを開設
　熊本市ホームページ上にオンブズマン制度
のホームページを開設し、制度についての情報
発信や、インターネットを利用した苦情申立て
ができるようにしています。

＜9＞　2011年10月22日　土曜日 2012年3月17日　土曜日　＜22＞

［最終回］

最終回となる今回は、これまでの苦情申立ての状況などについて熊本市オンブズマン原田卓さんにお話し
を伺いました。

昨年11月から活動を開始したと聞いたけれど…

熊本市オンブズマン制度
イメージキャラクター
“キクゾウ”くん

市政のことで困っ
ていませんか？

「熊本市オンブズマン制度」
について
知っていますか？
熊本市オンブズマン制度は、市民の皆さんの市政に関する苦情を
公平かつ中立的な立場の人（オンブズマン）が処理する第三者機関です
詳しくは、事務局にお問い合わせください

http://www.city.kumamoto.kumamoto.jp/content/web/ombudsman/

熊本市オンブズマン制度

熊本市オンブズマン事務局
マスミューチュアル生命ビル2階

０から学ぶ

4カ月で70件近くも苦情が申し立て
られたんですね。熊本市も4月から政
令指定都市。オンブズマンが私たち市
民と行政の橋渡し役になり、今後より
きめ細やかな行政サービスが実現す
ることを期待しています。（佳子さん）

熊本市オンブズマン／
左：原田卓さん（弁護士） 右：吉田勇さん（熊本大学名誉教授）

塾生感想

●今まで、市に苦情を申し立ててもはかど
らなかったが、オンブズマン制度ができて迅
速に対応していただき大変良かったと思う。

●市政を監視し市民の利益を守るにはオン
ブズマンが不可欠だと思う。この制度はと
てもよい制度だと思う。

●結果通知書には詳しく記述してあるが、
むずかしい専門用語を使わず、わかりやすく
説明をされていた。本当にありがとうござい
ました。

●弱い立場である私の話をきちんと聴いて
いただき、心が楽になった。この制度で市も
変わっていくと思う。

●私が４、５年にわたって要望していたこと
がやっと解決し感謝している。

＜申し立てをした人からの声＞

２月末現在で67件。当初は年間で60件ほどと予想していましたので、それをはるかに上回る数字です。
市民からの期待の高さを感じました。

窓口で「条例や法律でこうなっている」と言われても、「ではなぜそうなったのか？」という理由がなけれ
ば納得できないことも多いものです。どういういきさつでそうなったのか説明ができればトラブルには
なりませんが、職員の皆さんも業務が立て込んでいるときなど、十分な対応ができない現状があるよう
です。そういう場合にこそ、オンブズマンが間に入ってきちんと内容を調べることによってお互いの溝
を埋めることができると実感しています。

申立人の話をよく聴き、抱えておられる不満を一つひとつ確認しています。そして、調査
の結果をお示しする際には、その理由を明確にし公平に判断することを心がけています。

市と市民がお互いに理解を深め、スムーズな信頼関係を築くお手伝いをするのがオンブズマンの役目で
す。それが市政改善につながるものでもあります。申立ては無料です。熊本市のことで困ることがあればど
うぞお気軽にご相談ください。

塾生／
熊本市在住の矢木正和さん（49歳）
佳子さん（45歳）
玲大（れお）くん
（14歳）




